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前任校は、離島の小さな小学校でした。歴
史と最新の科学が同居する町は、私にとって
毎日が非日常でした。防災無線一つとっても、
ロケットの輸送で夜中に道路の通行制限があ
る知らせや、長期休みになると、八つの小学
校の代表生徒の夕方の帰宅を促す放送などで、
心を躍らせたり、懐かしかったりとしました。
その町には、27年目の歴史をもつ山村留学

制度があります。小中学校合わせて100名程
度の応募があります。住居や学校のキャパシ
ティもありますので、選考があります。子供

によっては、２回目、３回目のチャレンジで
ようやく願いが叶ってやってきた子もいまし
た。
小学生ですから初めは意気揚々と過ごして

も、そのうち里心もつくこともあります。子

供によっては、仲間の輪に入ろうともしない
こともあります。しかし、伝統がほっとかな
い。出会ったばかりの年下の児童から「○○
兄ちゃん」「○○姉ちゃん」と呼ばれ、遊ぼ
う、遊んでとせがまれたり、目の前で泣いた
り、けんかしたりするのを自ずとなだめたり、
止めたりとしているうちに、自己有用感、自
己存在感が高まり、かたくなだった心もほぐ
れていくのです。地域も保護者も我が子のよ
うに声をかけ、見捨てず見守る。私が子供の
頃、学校の行き帰りや地域行事のときに地域
の方々から褒められたり、叱られたりしたの
を思い出しました。
留学生のエピソードの中でも強く心に残っ

ているものが、かつて里親さんだったTさん
からお聞きした話です。

Tさんは過去数年に渡って里親を引き受け
てくださっていました。ある日、かつての
留学生が電話をしてきました。それは、お
父さんが亡くなったという知らせでした。
まだ大学１年生。大きな悲しみに沈み、数
日経ってからようやく電話を手にしたそう
です。電話の最後に、彼は、「自分には種
子島にもう一つの家族があると思えること
が、自分を支えている」と言ったそうです。
見知らぬ土地で家族と離れて過ごした一年
間。奮闘しながらも人とつながり、見守っ

てくれる人々の温かさを実感しながら、強
い絆を築いた証の一つを見た気がします。
そして、現在勤務する中学校がある串良

町には、「旅立ち式」という行事がありま
す。18歳になった卒業生を新たな生活、新

たな土地に向かう３月に送り出す式で、串
良がんばる会の方々が主催されています。
当時の小・中学校の学年団や管理職もお声
かけくださり、地域・保護者・学校でエー
ルを送ります。昨年度、初めて参加させて
いただきましたが、とても温かな会に感動
しました。また、参加した卒業生のほとん
どがアンケートで「串良大好き」「串良最
高」と答えていることに、これまで地域に
どれだけ大切に育まれてきたのかを目の当
たりにし胸が熱くなりました。子供時代の
他者との豊かな関わりは、生きる上で糧と
なり、安心感と幸福感に繋がります。今後
も、子供たちが地域の大きな懐でのびのび
と育ち、やがて、地域を盛り立てていく存
在になることを願っています。

「他者との関わりと幸福感」
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